
民俗芸能の心

飛騨古川祭
一起し太鼓が響く夜一
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日本伝統芸能研究所長

商橘秀雄｢開の夜の鼓動｣－古川の起し太妓一

脆騨は11本のふるさとといわれる。lll深く、水i,'iき飛騨路には、ふるさとを,W,い出させる

災しい肌物と、やさしい人怖がいまもなおﾉliきている。

111.川の町はまだll本のふるさとの趣をよく道してきている。,l.filllを過ぎ、 |'1府町をj山り抜

けたところが,li川である。，聯かなl111.の券|川凱が旅の心をいやしてくれる。

その1I1.川のM1.をわきたたせるのが、 パドの奇祭として知られる111.川祭りである。｜ﾉﾘ11 1-ﾉL

l lの深夜の,起こし太鼓と、二l･llの絢燗崇椛な隈台付l1が人l lを芯〈。

Iﾉﾘll l･ﾉLI Iの夜のし1l,↑を過ぎると、 洲悩騨のlllllMにある11l･川の町は、すっぽりと|＃lに包まれ

ている。家々に傘1,1･きの提灯.がつけられ、その提灯の火が点々と続いて祭りの'IIIi緒を催り虹

てる。やがて簡・太妓の職！'･が流れてくる。お旅所に勢揃いしていたﾉ寺:台がそれぞれのl111.内

へり耐るのである。これを曳き別れというが、ノィ;台にも1''1 l･ｲ|古|という提灯がノルるされているの

で、ノ寸;台が曳かれるとその提灯の火がゆらゆらと揺れ、隈台の災しい飾り余lLがきらめく。

なんともいえぬ兄．'｛な光紫が現出する。

しばしのI聯寂の後、 ′｢･後|･畔からはいよいよ超し太岐の川,虻ちになる。お旅所のlijの柳の

kに人太鼓が据えつけられている。これをii$|1人戯という。イドとはいえ、 11lの夜はまだ寒飢

が残っている。あちこちに焚火が亦々と燃え、そのまわりにはさらしをまいた裸姿の,'i年た

ちがむらがっている。おi倣いが済むと、二人の1'i･年がi2 '|ﾄ太妓にうちまたがり、 I' 1ｲ|jで身体

をljil定させる。三lrl.人近いといわれる裸形の！!i年たちがii'11太妓をかつく・ため柳の枠にとり

つく。人太鼓の|:に宋った,'i年二人が大きな撰を賑'ﾉおろす。大人舷が腹に弾くようにl!ルリ

波る･ ii'I{太鼓はｲ1:%･たちのj,iにかつぎあげられ、夜の街へと肋きはじめる。

太太蚊の汗とともにii'lf太妓はⅢ1.を練り歩く。イj･く先々の各町|ﾉ1の辻々では、附太妓を侍

った裸のIIf年たちがii '11太妓につこうとして押し寄せ、ひしめき合う。！'j年の肉体が跳卿jし、

熱凱がみなぎる。

IﾘIけて二l･l 1 ，昨夜の騒がしさとはうって変わり、I聯かな膿台行列が町をいく。からくり

人形のついているﾉ飛台では、 *,'i巧な糸からくりの人形戯が楽しめる。

l 1班は肺かなlli川のll1l.も、 このlll･川祭りのll#にはl'11.1|1がなんとなく浮かれているように兄

える。傘1,1･きの提灯をつけた'末々の玄|則。ふと菰をとめてたたずんでいると、招じ入れられ

て浦のふるまいにあずかる。兄知らぬ荷にもそんなことが行われる。

k地の人々のﾉIi柵の''1にしみこみ、 l:地の人々に強く愛されてきて.いる祭I)がこの1ll･川祭

りには′|;きている。

鋼

町中をながれる清流と連なる白轡十画に

ま歴史をさかのぼるかのようだ‐

今でも古川祭りのすべての堤灯を手づく

りで鯖け負うのは町唯一の白井久次郎さ

んだ｡白井さんなしでは､祭りにならない。

今でも飛騨の匠の風格が町並に残る

家々には､すだれが吊らされ傘つきの堤

灯がかけられる。



苗
日<古川やんちゃの誇り＞ 田 信 (映画監督）

飛騨のIIf川町で、冬、 しぼりたての/t"9を酌み交わしなカゼ

ら祭りの‘活をlillいた。

その'l!で、 、lli川やんちゃ〃 という‘了災が盛んにでる。

さて、 lll-川やんちゃとはなんだろうか－7

7|§騨111･川の雌史は、あまり知られていないが瓶騨Iffill1より

もIII､い。それが古川人の|'|慢でもある。bI11い･て』し刀､ ''1 ノ'’八Uノ1 11兇L~bの⑨｡ 雷国飛騨に春の肪れを聞く4月、古川

,if川に先ず、宅町のIIIj小路文化がｲパえられ、 ルモ騨人満の金 の町にも祭りの日がやってきた・

様氏が,:.fil l lよりも-111-く lli川に城を築き、求郁に想いを馳せて町づくりをした。そして、 i l:
ﾉ i時代、羅府の犬槻になるとil:ﾉ i文化が入る。11l.川では、 求郁と江ﾉ i、ふたつの文化が兄

1liに融合している。

その代炎的なものが飛騨lll.川祭である。

豪峨なﾉ笹台に蛎麗な京の文化を、‘装快な起し太鼓にﾘ〕壮なi[戸の文化を兄ることができ

る。

ルビ郷lii川祭は、 411 1911の‘武楽祭、起し太妓。2011の本来祭。21 1 1の還御祭と続く。

縦夜の起し太鼓の峨仙〃 と本来祭の隈台の蝋,聯〃は劇的な窄|HIをつくりだす。

この肋とI祁が札lfllして、 はじめてlll.川祭は成ウ:する。このとき忘れてならないのが11I･川や

んちゃである。

冬からｲドのIII.川祭へIII川の'乃衆と出会い‘滞り合ううちに、祭りをlll.っているのは、 まさ

に$'｢川のり)たちの心恵菰、つまり111川やんちゃであることがわかった。

飢性が激しく、頓l,'ilだが、なかなかウイットに1';;『んだ心のやさしい'ルたち。

祭り‘禍になるともう止まることをしらない。付け太鼓の激しさ、’1却唯轍ぎ、反什桁神あふ

れるエピソードがいつまでもつづく。

「決して簡略化せず、 III､いしきたりを'､]員る、 それが11l.川祭だ／」

と!滞るその顔にやんちゃの,"')を兄た･

私たちは、この11l･川やんちゃに惚れたのです。

11I.川祭を‘旭鍬することは111･川やんちゃを‘世妹することでした。

lll.川の'〃衆が祭りにI('jけて、 こころをfhらせるように、私たちもボルテージをtげてい

きました。そして、その燃発が－超し太鼓が粋〈夜一だったのです。

！
4月20日、本楽祭｡御旅所を出た御神輿

は古川の町をくまなく巡行して戻ってくる。

荒あらしいﾟ付け太鼓"のぶつかりあい
■ ■ ● ● ● ■

は､古川やんちゃの本領発揮の喝である。

起こし太鼓の先頭は､千人からの堤灯行

列が続く｡古川祭は町をあげての祭りで
ある。
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4月19日祭りの夜､きらびやか

な堤灯に飾られた屈台が一層

華やかに町を曳行される。

春光のもと、飛騨の匠が凪台

の彫りものまでも意匠の冴えを

みせる。
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絢堀豪華な9台の屋台に

は､飛騨の匠の心が刻ざま

れている。

白虎台は百十年ぶりに復

活した子供歌貢伎の橋弁

慶が演じられる。

巡行の先頭をきるのは､良峡

への願いをこめて奉納される

獅子糞。

作品名 シリーズ<民俗芸能の心＞

飛騨古川祭
一起し太鼓が響く夜一

(35mm/カラー35分）

財ポーラ伝統文化振興財団

㈱英映画社

高橋秀雄

福禄寿と童子のからくり人

形が愛敬をふりまく青肥台

は､見物人を楽しませる。企 画

製作協力

監 修

製作スタッフ

製 作●宮下英一

プﾛデｭｰｻｰ●長井貢

演 出●曽田信

撮 影●小林治

三角善四郎

相馬一成

照 明●前田基男

北沢保夫

鎌田勉

撮影助手●長井和久

彦坂宣明

中山憲一

嘉本哲也

有賀久雄

協 力

古 川 町

気多若宮神社

古川祭保存会

古川屋台保存会

青龍台組騏麟台組

龍笛台組神楽台組

三番里組三光台組

清曜台組闘鶏楽組

鳳凰台組金亀台組

白虎台組宮本組

解 説●久米明

音 楽●原正美

効 果●小森護雄

タイミング●三橋雅之

ネガ編集●川岸喜美枝

録 音●読売スタジオ

現 像●IMAGICA

製作進行●内海穂高
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